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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．電力及び自動車燃料の二酸化炭素排出量を削減します。

３ ．廃棄物の発生抑制、リサイクルと適正処理の推進に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．環境に配慮した製造の推進

制定日： 2022年4月1日

代表取締役 霜野　順司

 当社では、従業員、地域社会、お客様全ての満足の為に、変革し続ける事を経営理念として進めてまりまし
た。
今回、エコアクション21に取り組むことにより、当社の今までの取り組みを環境への配慮と言った視点で見つめ
直し、新たな取り組みへチャレンジします。
エコアクション21への取り組みがお客様に満足いただき、従業員を幸せにし、自社の発展へと繋がり、地域社会
への貢献につながるように取り組んでまります。

環境経営方針

　従業員、地域社会、お客様　全ての満足の為に、変革し続ける。本業である配管製作、施工
工事を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みま
す。
　わが社は時代の変化とともに会社を変化し続けてゆきます。従業員一丸となって環境経営の
継続的改善でに取り組んでまいります。
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名

ツカサ工業株式会社

代表取締役社長　霜野　順司

（２） 所在地
本　　　社 大阪府泉佐野市日根野2321-1

貝塚事業所 大阪府貝塚市東山2丁目13-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 統括マネージャー 的羽　実輝 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊072-424-1489
担当者 技術・総務Ｇ 宮下　雅之 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊072-424-1489

（４） 事業内容
管工事業、機械器具設置工事業
プラント設備のユニット製造、バリデーション業務、配管製作

（５） 事業の規模

売上高(2022年度） 万円

従業員　　　　　 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： ツカサ工業株式会社
対象事業所： 本　　　社

貝塚事業所

活動： 医薬用水製造供給装置・医薬用品調整装置の設計、製作及び据付工事

□事業や製品（商品）の紹介

サイト

特殊配管 精製水供給ライン

570 300 870

合計
13 0 13

2021年10月1日

30900

本　　　社 貝塚事業所
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境委員会 環境活動計画の審議
環境活動実績の確認・評価

各G・各T 自部門における環境方針の周知
自部門の従業員に対する教育訓練の実施
自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
自部門の想定される事故及び緊急事態への対応の為の手順書作成
試行・訓練を実施、記録の作成

環境事務局 環境管理責任者の補佐
環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
環境目標、環境活動計画書原案の作成
環境活動の実績集計
環境関連法規等の取りまとめ表の作成および最新版管理
環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
環境関連の外部コミュニケーションの窓口
環境経営レポートの作成、公開(地域事務局への送付）

環境経営目標・環境経営計画書を承認
代表者による全体の評価と見直し、指示
環境経営レポートの承認

環境管理責任者環境経営システムの構築、実施、管理
環境関連法規等の取りまとめ表を承認
環境目標、環境活動計画書を承認
環境活動の取り組み結果を代表者へ報告
環境活動レポートの確認

環境委員会

菊池　健

役割・責任・権限

代表者(社長） 環境経営に関する責任者
環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
環境管理責任者を任命
環境経営方針の策定・見直し

社長　霜野順司

環境管理 責任者

的羽　実輝

環境事務局

宮下　雅之

2022年4月1日

総務G 製造G技術T 工事T
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

kg

kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の調整後の係数(2019年）
※負荷の実績は工事現場を含む

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

✕

〇

〇

〇

62% 41%

12環境に配慮した製造の推
進

不具合件数 29 24 10 18

基準年度比 70% 34%

基準年度比 95% 48% 92% 90%

205水道水の削減 ㎥ 228 217 109 210

93% 90%

389

一般廃棄物の削減

kg 432 410 326 402

基準年度比 93% 75%

97% 96%

上記二酸化炭素排出量
合計

kg-CO2 23,483 23,013 29,659 22,657 22,422

10,910自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 11,365 11,137 17,354 11,024

基準年度比 2021年 98% 153%

96% 95%

11,512電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 12,118 11,876 12,305 11,634

基準年度比 98% 102%

通期

（基準値) （目標） （実績） （目標） （目標）

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2021年 2022年
評
価

2023年 2024年

総排水量 228 228 109

0.318

　一般廃棄物排出量 432 432 326

　産業廃棄物排出量 0 0

二酸化炭素総排出量 25,274 23,483 29,823

廃棄物排出量

項　目 2020年 2021年 2022年
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□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

2021年

2022年 20 24 28
36

30 24 28 30 26 20 28 36 32
36 36 36 36 36 36

11月 12月 1月 2月 3月
36 36 36 36 36

○

契約内容を確認しているが、現時点では金額は固定されてお
り、多少の量に関係なく引き取りとなっている。

（現契約は過去の実績より2ｋｇ/袋として毎月112袋を出してい
る。毎週回収に来ており、袋数も固定となっている。4月より排
出するごみ袋の重量を図り、正確な数値を出して廃棄量を正確
に把握する事で削減に取り組みたい。）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

数値目標 〇 一般廃棄物は数量をカウントする事で削減できている。新年度は新事業を
検討中であり、産業廃棄物が発生する可能性がある為、産廃業者との契
約を進めて行く。一般廃棄物に関しては継続して数量をカウントし、低減に
努める。

・分別の徹底 ○
・帳票見直しによる印刷物の削減 ○
・梱包材の再利用 ○
・持込ごみの見直し

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

710 720 584 383 382
115 276 431

623 402 693 823 581 665 914

3月
313 300 341 553 619 371 344 707 528

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

数値目標 × 社有車の更新でより燃費のよい車種へ変更したが、受注の増加により使用量は増
加している。また安全運転を推奨した事も効果が出ていると思われます。この項目
は受注量で左右されることが多く、目標設定としては厳しい。
次年度目標としては燃費の悪い社有車を廃車する。燃費性能の良い車の購入か
ﾘｰｽを検討する。工事件数や時期がきわめて不定期である為、レンタカーの導入も
視野に入れる。

・アイドリングストップ ○
・効率的なルートで配送 ○

・安全運転の推進 ○

2,370

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

4,155 2,060 2,357 4,166 3,811 3,958
2,559 3,811 3,811 4,837 3,367

2,329 1,799 2,733 4,111 4,903

1月 2月 3月
2,806 1,915 2,385 3,099 3,459 3,509 2,557

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

・作業・業務の見直しによる効率化 △

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○
・不要照明の消灯 ○

・働き方見直しによる残業時間の短縮 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 × 契約電力の内容の見直し、温度設定の見直しを行った。残業時間の短縮

などの効果は冬季に現れた。夏場の猛暑の影響は大きく、目標を達成でき
なかった。
次年度は工場内の風の循環方法を検討し工場扇などの導入で冷房能力を
高めて設定温度を高く変更できないかを検討する事と太陽光発電の導入を
検討する。
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水道水の削減

トイレの節水モード導入と社有車洗車のタイミングの

2021年

2022年

環境に配慮した製造の推進

不具合発生件数

2021年

目標
2022年

合否
2021年発生件数
2022年発生件数 減少率 ％

客先での不具合発生件数は、大きく減少しているが、今後は不具合が発生していないのか？工場内で未然に防止できているのか？

或いは、発生自体を抑制できているのか考察し、作業ミスの撲滅を図る。

〇 〇 〇
28
10 64

1
× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

0 1 1 1 1 1
2 2 2 2 2

4 0 0 0 0

0 0 20
2 2 2 2 2 2 2

3月
0 0 0 0 6 1 1 0 0

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・工事の効率化 ○ 不具合報告の数は目標を達成しているが、出荷前の検査で発見できてい

るケースが多い。（LEDライトを導入し、検査の精度が向上している）工場内
での不具合発生件数を精査し、次年度は作業場の拡大や整理を進める事
と在庫管理、在庫倉庫の棚卸頻度を増やす事で作業環境を改善し、工場
内でのエラーを少なくし、不具合発生件数をさらに減少してゆきたい。

・作業ミスの防止 〇
・顧客クレーム削減 〇

21 0 19 0 15 015 0 16 0 23 0
47 0 28 0 47 0

12月 1月 2月 3月
32 0 37 0 37 0

統一化で節水が達成できたと思われる。

次年度には効率的に節水できる機器を検討したい。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

・トイレ廃水にECOモードを導入。 ○
・自動水栓取り付け ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇 節水の効果は出ているが、昨年度の比較しタンク製作の業務が非常に少

なく、タンクへの水張検査、洗浄がなかった為、大幅に減少している。外的
要因が大きい。
新年度はトイレの排水量を調整し、流量を抑制できないかを検討する。

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○

0

20

40

60

4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月

水道水（㎥） 2021年

2022年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

社有車　ハイエース2台
ボンベ類の転倒防止

スマホ、電卓など

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 地震発生時の緊急避難訓練
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

・地震発生時の避難訓練

■評価： 初回としては避難、安否確認のみである。 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

別紙緊急時対応経過表を参照
緊急地震速報を館内放送⇒机の下に避難⇒地震が静まった後に１Ｆへ避難⇒安否確認の為、点呼
⇒的羽統括責任者が確認し終了。

今後の見直しとしては、全館放送の音量が小さく、機械が作動していると非常に聞き取りにくい事が分かり、
改善する必要がある。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

2023年3月22日実施 本社

霜野社長、的羽ﾏﾈｰｼﾞｬｰ、菊地ﾘｰﾀﾞｰ、宮下
ﾘｰﾀﾞｰ、霜野(幸）さん、関さん、松並さ
ん、下中さん、神田さん、阪上さん、坂上
さん、外池さん、中山さん、古仲さん

自動車NOｘ・PM法

高圧ガス保安法

家電リサイクル法 エアコン、テレビ、冷蔵庫
小型家電リサイクル法

資源有効利用促進法 原材料の使用の合理化、屑鉄スクラップの再利用・減少取り組み

下水道法 除害施設
フロン排出抑制法 業務用空調機の簡易点検(3ヶ月に1回・廃フロンの適正処理）

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法 一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出、水銀廃棄物の適正処理
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

　　2021年より取り組んでおります。

⇒キャップ430個を焼却すると3150gのCO2が発生
⇒キャップ430個で１０円
⇒キャップ860個でポリオワクチン一人分になります。

従業員の人員も少ない為、キャップの回収数量は少ないですが、環境意識を持って頂く為の取り組みです。

2023年3月30日

　当社において2022年4月に環境方針を定め、エコｱｸｼｮﾝ２１への取り組みを開始しました。全従業員への周知をする
と共に、データとの収集等により、環境に対する取組結果としては、社員の環境に対する意識の向上が図られつつあ
ります。　対象となった2022年度は出張も多く、受注も2021年度より増加し、自動車燃料、電力によるCO2削減は目標
達成できていない。一方、一般廃棄物排出量削減は達成できている。また、二酸化炭素排出量について、現場では受
注量や工期、工事場所や施工条件等によって変動が大きくなることも判明している。現時点においてシステムの見直
しは特に必要はないが、今後についても二酸化炭素排出量削減に向けた取り組みを推進するとともに、現場において
は、創意工夫などを積極的に取り入れ、環境に配慮した施工となるよう、特に意識して計画を立てる事。更にBCPに関
しては取り組みを積極的に行い、フローシート、マニュアルは完成した。周知徹底が次年度の取り組みターゲットとし、
全従業員に対して継続的に教育を行い、環境活動に関する意識の更なる向上を図って行くこと。　エコアクション21を
活用して、これらの課題解決に向けて、全社挙げて推進して行くこと。

エコキャップ運動
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